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今
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紙
面
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・
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瀬
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読者のページ／まんが／俳句 ■
４面 婦人保護／あの頃／ＬＧＢ
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真の整理／もう一品／母の歴史
■７面 第65回国連女性の地位委
員会／主張／女性の体

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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０
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不安ばかりの自宅療養

いのちを守ってほしい
大阪市 福島明子（仮名・67歳）

同居の息子が働く介護施設で陽性者が出

たため、検査をすると息子も私も陽性にな

り、２人とも自宅療養に。保健所からは、

７日分の食料と血中酸素飽和濃度を測定す

るパルスオキシメーターが届き、毎日、体

調確認の電話がかかってきましたが、治療

は受けられず、高熱が出た息子は市販の解

熱剤を飲むことしかできません。救急車の

サイレンが鳴り響くなか、いつ急変するか

と不安な毎日でした。現在、２人とも行動

制限はなくなりましたが、このような事態

は国や維新市政による「人災」です。市民

のいのちを守ってほしい。

長野・小
こ
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もろ

市 〈記事は２面〉

大阪府関係職員労働組合

執行委員長

小松 康則

小諸市では、対象となる高齢者にあらかじめ接種日時が書

かれた予診票が届き、当日は予診票を持って会場へ。写真

は５月14日接種会場のようす（提供：小諸新聞社）
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